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第１章　メッスに鎮座するバゼーヌ軍
第１節　瓜二つの運命　―パリとメッス―
パリはひたすら地方の決起を待っていた。パリから気球でトゥールに
飛び立ったガンベッタ内相に期待がかかったのはむろんだが、それにも
増して当てにされたのは、メッスにいるバゼーヌ元帥率いるライン軍1
である。これはほとんど無疵の精鋭18万である。しかし、そのバゼーヌ
軍はじっと城に閉じ籠ったまま動かない。それがパリの焦慮の的となっ
たのだが、それでもなおパリは、何かわけがあって動かないのであって、
きっと時機を窺っているにちがいないと考えた。こうしてバゼーヌはパ
リ市民にとって希望の星でありつづけた。
ところが、10月下旬、パリで奇妙なニュースが飛び交う。地方に不時
着した気球がメッスからの多数の手紙を積んでいた。手紙を書いたのは
メッスの守備隊員で、それによると、メッスは敵の包囲のために、「パ
ンも肉も欠乏しているが、守備隊の士気はきわめて盛んである。バゼー
ヌ将軍はいつでも、どこへでも、彼の好むやり方で敵陣を突破しうるで
あろう」2 とあった。さらに、このニュースと相前後してイギリスの新
聞がパリ市民の許にバゼーヌ軍の出撃戦のもようを、しかも奮戦ぶりを
伝えてきた3。念入りにも、この死闘を通じて仏軍は多数のプロイセン
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１ 開戦直後の戦いで敗退し戦意喪失したナポレオン三世は8月12日、総司令官の地位をバゼーヌ元帥に譲った。退任に際し、同皇帝は仏軍を２つに分割した。ひとつは、アルザス戦線での敗残部隊を中核とする通称シャロン軍で、マクマオン元帥が司令官となった。もうひとつは、バゼーヌが指揮するライン軍である。後者については開戦当初のライン軍と区別するため、これからはメッス軍またはバゼーヌ軍という通称に従うことにしたい。２ Maquest, Pierre, La France et l’Europe, pendant le siège de Paris (18 septembre1870-28janvier1871). Encyclopédie politique militaire et anecdotique, 2e éd., Paris, Auguste Ghio,1877, xii, 838p., pp. 130-131.３ パリから外部へ郵便物は気球が運び、外部からパリ市内へは大量の情報をマイクロフィルムとし、それを２グラムの筒に入れて伝書鳩が運んだ。松井道昭「鳩と気球―パリ籠城期（1870―71年）における郵便事情―」（大佛次郎記念会『おさらぎ選書』第３集、1988年、pp.81-115.所収）
兵を殺害した4 とある。
外部のニュースに飢えた市民がこの知らせに飛びつかないはずがな
い。メッス軍は引っ込んだままなのか、あるいは飛び出したのか、肝心
な点がはっきりしないが、こういうとき人が飛びつくのは決まって朗報
のほうである。ニュースを耳にしていだくはずの疑問をパリ市民は深く
は考えなかった。彼らにとっては結果のほうが大事だ。脱出に成功した
バゼーヌがめざすのは唯ひとつ、首都の救援しかありえないため、パリ
の人々はメッス軍の砲声が轟かないかと今か今かと耳を欹てる。ロニー
要塞5 やモン=ルージュ要塞6 のいつもの砲声すらも、市民にはメッス軍
のそれではないかと思われた。
ところで、パリが頼みの綱とするメッス軍はそのころ、どうしていた
のだろうか。
メッスの包囲が始まったのは8月20日、パリ包囲は9月19日からで、そ
の間に1ヵ月ほどの隔たりがある。どちらも強い抵抗の意志を示したの
ち戦闘不能の状態に陥り、前者は70日後に、後者は132日後に開城する
のだが、そこにいたる経緯を細かくみると、飢餓や内紛に追い込まれる
などの点でも両者は似ている。
だが、違いもある。メッスでの戦いは、多数の軍人が比較的少数の民
間人をかかえてのものであったのに対し、パリでの戦いは、圧倒的多数
の民間人が比較的少数の軍人をかかえてのものであった。パリがメッス
の２倍もの期間もち堪えたというのもそのことと関連するであろう。重
要な違いは他にもある。まず、都市の規模と機能が違う。メッスはロレ
ーヌ州第二の都市とはいえ、パリのような複雑で重要な機能はもたない。
端的にいえば軍事都市である。パリが降伏すればフランスの敗北は必至
だが、メッスが降伏しても敗北に直結しない。メッスはパリを守るため
の防御地点のひとつにすぎないのだ。
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４ Maquest, Pierre, Op. cit., p. 131.
５  パリの東郊10kmの地点にある要塞。
６  パリの南郊2kmの地点にある要塞で、パリ包囲戦とパリコミューン内乱で重要な役割を
果たす。
ドイツおよびフランス、そしてヨーロッパの世論の見るところ、メッ
ス軍は仏軍のなかで最強の軍隊であった。同軍はこの戦争において軍事
的、政治的な駆け引きの鍵を握っていると見なされた。パリがメッスに
大きな期待を寄せたのは当然だが、それをドイツ側から見れば大きな脅
威と映る。独軍はメッスの戦略的重要性を認めていた。つまり、メッス
を落とさないでパリの降伏は考えられない。だからこそ、モルトケはパ
リへの締めつけを多少遅らせることはあっても、メッスに対する攻撃の
手は緩めなかったのだ。独軍がパリとメッスの連絡を厳しく妨害したた
め、パリには――同じくフランスの地方にも――メッスに関する情報が
ほとんど届かなかった。
一方、メッスはどうかというと、民間人や下級兵士らが全体にわたる
戦況情報をもたなかったのは当然だが、奇妙なことに、同地の仏軍首脳
部は、独軍大本営の置かれたヴェルサイユや、ユジェニー皇后の亡命先
のヘースティングス（イギリス）と連絡を維持していた。よって、独軍
首脳部とヨーロッパの通信社はメッスで何が起きているかを知っていた
し、メッス首脳部もパリの状況をある程度は知っていたようだ。戦闘の
最中に敵方と恒常的に交信がおこなわれていたとはいかにも奇異であ
る。ともかく、メッスの指導部にパリの指導部とは異なった思惑が働い
ていたことは否定できない。メッスのバゼーヌ元帥がパリの共和主義政
府を快く思わず、これへの忠誠心をもたなかったこと、そのためにパリ
救援について本腰を入れなかったことは確実であり、それが戦後、大ス
キャンダル事件に発展していくのである7。
第２節　独軍の作戦
サン=プリヴァの戦い（8月18日）のちバゼーヌ元帥はメッス城内に撤
退した。彼は、シャロン軍を率いるマク=マオン元帥に対し、自軍は数
日間メッスで給養したのち北方に再び移動を開始し、ティオンヴィルと
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７  cf. Roth, François, La guerre de 70, Paris, Fayard, 1990, 778p., p. 245.
モンメディのあいだでシャロン軍に合流すると通知していた。これを知
ったマク=マオンはひと足先にムーズ川に沿って北西方向に移動8。その
結果、スダンで悲劇的な激闘を迎えたことはすでに述べた9。8月26日、
給養を終えたメッス軍は進撃を再開する。それはスダンやティオンヴィ
ルと正反対方向のメッス東方ノワスヴィルへの出撃であるが、これは敵
の反応をみるための陽動作戦であった。発進のあと、バゼーヌ元帥は軍
団司令官を集め作戦会議を開いた。この会議で砲兵軍団の司令官は、２
度以上の戦闘をおこなうには弾薬が不足していると述べた10。この説明
に動揺してメッス駐留を強く主張した元帥に司令官たちは逆らうことが
できなかった。
同日３時ごろ、軍隊は退却命令を受け取った。これよりのちバゼーヌ
軍は積極的な作戦行動をとらなくなる。
一方、ドイツ側は本気でバゼーヌ軍をメッスに封じ込めるつもりでい
た。メッス軍のシャロン軍との合流やパリへの帰還は何としても妨げる
気でいたのである。包囲軍総司令官フリードリヒ=カールはアルス=シュ
ル=モーゼル駅11 の近くのコルニー=シュル=モーゼルに本営を置いた。
この駅は増援部隊と物資を受け取るのに好都合だったからだ。15万を擁
する包囲軍はやがて20万に増強された。同軍はメッス砲台の射程距離外
に布陣。包囲陣地は町の中心から12〜15キロメートルの位置で、包囲の
全周は40キロメートルに達した。塹壕を張り巡らし、砲台をつくり、農
地と村落を要塞化した。
第１軍の司令官は、老将シュタインメッツに代わってマントイフェル
がつとめ、後備軍Landwherの増援を得てモーゼル川右岸に陣取った12。
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８ プロイセン軍との正面衝突を避けるため、迂回して北西側からパリに戻るための経路である。
９  松井道昭「普仏戦争Ⅳ ―スダンの攻防―」（『横浜市立大学論叢 人文科学系列』第60巻、
第3号、2009年、pp. 11-29.所収）。
10  Humbert, Jacques, Bazaine et le drame de Metz, récit d’autrefois, Paris, Hachette,
1929, 122 p., pp.57-58.; Bazaine, François Achille, maréchal, L’armée du Rhin, depuis
le 12 août jusqu’au 29 octobre 1870, 2e éd., Paris, Henri Plon, 1872, 308 p., pp. 57-
58.; Baumont, Maurice, L’échiquier de Metz, empire ou république 1870, Paris,
Hachette, 1971, 350 p., pp. 35-36.
11  メッスの西南3 kmのモーゼル河畔に位置する。
フリードリヒ=カール率いる第２軍は、近衛兵と騎兵を含む５軍団の支
援を得て左岸に陣取る。スダンでの勝利後、そこからまわされた軍隊の
おかげで攻撃力が増した。数個軍団がブリエー高地13 に宿営し、メッス
の動静を窺っていた。
包囲軍は三重の防衛線を敷く。包囲側から仕かける突撃戦は問題外だ
った。なぜなら、メッスの外堡サン=カンタン要塞14 とクールー要塞15
からの砲火が懸念されたからである。したがって、第１線はひたすら敵
襲を待ち受けた。防御・持久戦術に力点がおかれたため、第２線が重視
された。ここに塹壕・防御柵・掩体・角面堡などの防御工作物がきわめ
て念入りに配備された。第３線は予備軍が受けもった。籠城軍の消耗を
待つ待機戦術は時間こそかかるが、味方の損傷を軽微に抑えることがで
きる。独仏両軍のあいだに１〜２キロメートルの緩衝地帯があった。こ
の至近距離では、互いに肉眼でも敵のようすを探れる16。
第３節　籠城へ
8月29日、シャロン軍が動きはじめたというニュースがメッスに届く。
これを打電したのは、援軍を従えてパリを出立し、スダンに赴こうとす
るデュクロ将軍である。ひと足先にパリをめざしたシャロン軍はメッス
軍の約束違反に立腹していた。自軍の後を追ってこないのだ。デュクロ
の催促によりバゼーヌは8月31日になって、8月26日の作戦行動を再開す
るよう命じた17。向かう先はアルジャンシー、リュピニー、セルヴィニ
ー、ノワスヴィル18 のあいだである。しかし、援護のための大砲の発射
準備にてまどり、12万の大軍が出撃態勢を整えたのはようやく夕方４時
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12  Grand état-major prussien, La guerre franco-allemandede 1870-71. Traduction par E.
Costa de Serda de l’état major français, Paris, Dumaine et  Berlin, Ernest Siegfried
Mittler 1875, 9e éd., Livraison 9, p. 1351.
13  メッスの北西26km地点にある鉄鉱山の町。
14  モーゼル左岸でメッスを見下ろせる高地にある。
15  モーゼル右岸でメッスに隣接する要塞。
16  Roth, Op. cit., p.248. 
17  Bazaine, L’armée du Rhin, op. cit. p. 99.
18  いずれもメッス東郊の村。
ごろになった。
敵の動きを察知した独軍は大急ぎで、予想される攻撃地点を重点的に
強化した。ほどなくノワスヴィル近郊で戦闘が始まったが、決定的局面
を迎えることなく夜を迎えた。仏軍がセルヴィニー村を落としたのは夜
10時。ドイツ側の厳しい反撃が予測されたため、これ以上突き進むこと
は断念し、総攻撃は明朝に引き延ばした。翌９月１日に攻撃が再開され
たが、独軍に裂け目を生じさせることなく正午を迎える。バゼーヌは8
月26日と同じく、メッスへの退却を命じた。メッス軍に3,554人の戦死
者が出た。そこに、将校145人とマネック将軍が含まれていた19。
同じ９月１日、スダンで激戦が始まったことをメッスはまだ知らない。
独軍による密閉封鎖のためだ。9月12日になってようやく、スダンのマ
ク=マオン軍が大敗北を喫し、ナポレオン三世が捕虜になったらしいと
の噂がメッスに流れはじめた。独軍の前哨に残されていた新聞がそう告
げたのだ。この新聞は、パリで革命政府が樹立されたとも伝えた20。メ
ッスは大騒ぎとなる。バゼーヌは敵陣に使者を送って事実確認を迫った。
包囲軍は、この噂が真実であることを確認するとともに、ていねいにも
次回の捕虜交換時にスダンの捕虜を送りつけてもよいと返答してきた。
メッスはこれに応じた。城内に送られてきた仏兵は、自分がスダンで体
験したことをつぶさに語った。噂は真実だった21。
皇帝が捕虜となっては万事休す――みな、同じ思いである。少数の精
鋭兵しかもたないパリが独軍の猛攻にもち堪えられないのは火を見るよ
り明らかだった。しかし、メッス軍はまだ健在で、戦わずして敵の軍門
に下ることは軍人として恥辱の極地である。そこで、バゼーヌは形勢を
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19  Van-Neck, Léon, 1870-71 illsutré. Paris, Dorbon Ainé, s.d., 312 p., p.242.; Niox, G., La
guerre de 1870, simple récit, 15e éd., Paris, Ch. Delagrave, [1896], 146 p., p. 48.;
Guérin, André, La folle guerre de 1870, Paris, Hachette, [c.1970], 333 p., p. 156.;
Bazaine, L’armée du Rhin, op. cit., pp. 102-109.
20  9月4日または5日の夕刻、独軍陣地で大歓声が挙がるのが聞こえた。スダンでの勝報が
包囲軍に届いたのだ。だが、そのときはまだメッス籠城軍はその歓声のわけを知らなか
った。Humbert, Op. cit., pp.69-70.; Burnand Robert, Bazaine, Paris, Floury, 1939, 251
p., pp. 170-171.
21  Niox, Ibid.; Humbert, Op. cit., p. 66; Burnand, Bazaine, Op. cit., pp. 170-171.
しばらく観望することにし、何か突拍子もない事件が起きて現状の膠着
状態が解れるのを待つことに賭けた。しかし、彼は食糧の節約という措
置をとらなかった。したがって、この待機戦術は自ずと有期限のものと
なる。この点で、これまた偶然にもパリのトロシュの採った方策と瓜二
つだった22。
第４節　プロイセン軍の苦闘
プロイセン軍が採った作戦もパリの場合と同様である。くり返しにな
るが、モルトケ作戦の中心は会戦主義であり、もし敵が決戦を回避して
要塞施設に逃げ込めば兵糧攻め戦術にきり換えるというものだった。そ
して、焦った敵が出撃してくるところを万全の防御態勢で迎撃するつも
りだった。敵が籠城したからには自軍も所定の作戦行動を採るのみで、
プロイセン軍は沈着に包囲体制に入る。しかし、さすがのモルトケも、
メッスの包囲が２ヵ月も続くとは予想していない。相手はなにせ20万近
い大兵力であり、給養を終えしだい、総力を挙げて出撃してくるものと
考えていた23。
プロイセン軍が苦慮したのは敵の攻撃よりも、折からの悪天候だった。
実際、この秋のロレーヌは雨天続きであった。雨だけならばまだしも、
それは厳しい寒気を伴った。この悪天候は敵・味方に対し平等に襲いか
かる。滝のように流れる水と厳しい寒気は両軍を悩ました。なぜなら、
防御陣地と攻撃陣地の中心は塹壕であり、兵士が雨露をしのぐのは野営
テントだったからだ24。アルスの北方のブドウ園に野営中のプロイセン
軍狙撃兵は降りつづく雨に不平を鳴らし、熟さない青ぶどうを食べて腹
痛に悩まされた。だが、籠城のメッス軍が畑泥棒をして農民の怒りを買
ったのと対照的に、独軍の住民への接し方は概して慇懃だった。時はま
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22  Humbert, Ibid., pp. 70-71.
23  Moltke, Mémoire du maréchal H. de Moltke, La guerre de 1870, éd. française par E.
Jaeglé, Paris, Le Soudier, 1891, 499 p., p. 140
24  Moltke, Ibid., p. 200.
さにぶどう狩りの真っ盛りだったが、包囲軍はその労働の安全を保証し、
時には手伝ったりもした25。
だからといって、農民がけっして戦争の災難を免れたわけではない。
彼らは両軍による強制徴発と徴用に悩まされつづけた。民家が包囲軍に
没収され宿泊施設に転用されることもまれではなかったし、屈強な男が
シャベル持参で塹壕掘りに駆り出されることも度々だった。これらの村
では蓄えがすぐに底を尽き、病気が多発した26。
疫病も両軍および近隣住民に平等に蔓延する。その度合いは、野営を
主とする包囲軍側においてひどかった。この事実は機密に付され籠城側
に漏れることはなかったが、もし、戦いがもう少し長引いていたら包囲
を維持できなくなった可能性も十分ありえた。たとえば、９月末に
1,010人から成る狙撃大隊のうち、半数以上の588人が病いの床に伏した。
10月に入ると病人の実数は４万人となった。この数値は実に全兵士の５
分の１に相当するのだ。
病気のみが戦闘員の数を減らしたのではない。糧秣補給部隊のために
兵員を割かねばならなかったし、監視のためにもそうであった。また、
メッスの南方ポン=タ=ムッソンを通過するスダンの捕虜の護送のために
も割かねばならなかった。
このようにして、包囲側が籠城側に対して差し向ける作戦、すなわち
食糧枯渇・不安心理・士気阻喪がブーメランのように自軍にも降りかか
ってきたのである。焦れた総司令官フリードリヒ=カールは９月末、本
来ならば敵の籠城軍に強いるはずの突撃戦術を実施したい誘惑に駆り立
てられた。「だが、自分はただひたすら戦いを待った」27 、と彼は述懐
する（９月６日）。
モルトケは当初、メッス包囲は短期間で終わるものと考えていた。メ
ッスを速やかに陥落させ、その後に余力をもってパリをじっくり攻める
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25  Roth, Op. cit., p.249.
26  Ibid. 
27  Ibid.
つもりでいた。しかし、実際のところは思わぬ出来事に振りまわされ、
メッスとパリの同時的包囲を余儀なくされた。幾人かの将軍は、メッス
包囲軍から一部兵力を引き抜きパリにまわすべきだと主張したが、モル
トケは頑として受けつけない。バゼーヌ軍の脱出を許しては、敵が作戦
行動の自由をとり戻すという理由からだ。元帥と同意見だったブロンサ
ルト将軍は日誌にこう記した。
「スダン以来、あらゆる戦闘のなかで決定的勝利を求めなければ
ならないのはメッスにおいてだ、とわれわれは考えてきた。もしバ
ゼーヌが突破口を開いていたなら、包囲の部分的決壊では済まされ
ない結果にたちいたったであろう」28 、と。
自己の任務が何であるかを熟知していたフリードリヒ=カールとその
参謀部はきわめて冷静に対処した。状況は「憂慮すべき、神経を苛立た
せる、危険に満ちた」状態にあり、10月１日で包囲はすでに40日を経過
していた。「まだ降伏が問題とならない。私は辛抱という武装をし、数
時間の大激戦を行う準備をしなければならない」29 。中立国の新聞記者
も同じような見方だった。つまり、防御要塞は難攻不落であり、独軍の
突撃は要塞砲の砲火で挫かれるであろう、バゼーヌは作戦上の切札を握
っている、と。大軍を擁しながら積極的攻勢に出ようとしないバゼーヌ
が何を狙っているか見当がつかなかったのだ。フリードリヒ=カールは
敵の意図と状況を探るのに懸命だった。遠く離れた場所から見ると、メ
ッス軍はびくともしないように思えたのだ。
このような不安要因をかかえていたが、包囲軍は本質的な点で有利な
立場にあった。いうまでもなく、糧食・弾薬の補給が自由であったこと
だ。ナンシーとアルス=シュル=モーゼルの間を繋ぐ鉄道は正常に機能し
ており、ポン=タ=ムッソンとレミーのあいだの臨時鉄道区間30 は自軍の
111
松井　普仏戦争Ⅶ　― メッスの戦い ―　
28  Ibid.
29  Ibid.
30  レミーはメッスの東南方向19km。ポン=タ=ムッソンとレミー間は鉄道線がないため、
プロイセン軍工兵隊はここに仮設線路を敷いたのである。
東側面への補給を可能にしていた。もし大きな難局に直面しても、フリ
ードリヒ=カールは増援部隊を得ることができたし、傷病兵の本国送還
も自由であった。包囲戦術というのは、それが全面的に実行される場合
には時間の経過が籠城側をじわじわと締めつけていくものである31。
第５節　湿気・厳寒・飢餓・疫病
話を籠城軍に戻そう。メッス軍の将兵は当初、メッスに釘づけにされ
るとは夢にも思わず、籠城の準備をしていなかった。それゆえ、日々発
生する出来事はまったく予想外だった。要塞内に閉じ込められた兵力は
はっきりしないところがあるが、それでも15万から18万あたりに落ち着
く。もっとも確実な数値は割当配給数である。それは16万８千にのぼり、
戦闘員の実数より上まわっているはずだ。それは主力軍団・要塞守備
隊・遊動隊・義勇兵から成っていた。パリと違うのは、国民衛兵が少な
い点である。　
バゼーヌ元帥とその配下の諸将の無策が戦局を決定的に不利に導いた
根因であった。彼らは日々新たな事態に対処する能力を欠いていた。バ
ゼーヌは本営をサン=カンタン要塞の麓のバン=サン=マルタン村の民家
に置いた。元帥はそこで起居していたが、副官と恒常的な連絡を取ろう
としなかった。一方、持場に張りついたままの他の諸将らも総司令官と
緊密な連絡を取らなかった。彼らが一堂に会するのは作戦会議のときだ
けである。毎日午後になると、バゼーヌは軍馬に跨って軍団と防御ライ
ンを視察した。しかし、メッスの町に出かけることなかった。というの
は、バゼーヌは軍民のあいだできわめて不人気で、危害を加えられる可
能性があったからだ32。
8月31日の突撃戦が頓挫したのち、バゼーヌは出撃の企てをまったく
放棄してしまう。籠城に主眼をおいて軍隊の温存をはかり、局地的な戦
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31  Roth, Op. cit., p.250.
32  Burnand, Op. cit., p. 199.
いを命じるにとどめた。彼はあらゆる積極的作戦をも放棄してしまった
ように見えた33。積極策を採らないだけでなく、その無為を説明するこ
ともなければ、士気鼓舞や動機づけの試みもせず、ただ徒らに時間が流
れるに任せた34。
やがて、兵士らに焦りと苦しみの瞬間が訪れる。包囲軍はどうかと見
遺れば、攻撃を仕かけてくることなく、鼠一匹漏らさぬ鉄壁の守りを固
めるのみであった。籠城側に焦りの色が表われ、時に兵士が不満と激怒
を公然とぶちまけるようになると、バゼーヌはガス抜きのため時おり出
撃を命じた。だが、本気でない突撃が敵正面に穴を穿つわけもなく、味
方に被害と病気を誘い込むだけに終わる。この小規模の戦闘から得た唯
一の“収穫”は、近隣村落の村びとが虎の子とする小麦と藁の蓄えを奪
い去ったことである。
籠城中のライン軍が仕かけた主な出撃戦を挙げておこう。
9月26日　メッスの西ラドンシャンでの戦い
9月27日　メッスの南東ペルトルでの戦い
10月  2日　ラドンシャンの城を攻略
10月  7日　ラドンシャン前方へ大規模な出撃戦―これが最後の戦闘と
なり、1,200人の死傷者と800人の捕虜を出す35
メッス軍兵士はこの待機の理由を知らなかった。彼らはメッス（街）
の住民と直接の接触をもたなかった。なぜならば、兵士は皆、城壁の外
の村落や外部要塞の近くに宿営していたからである。通行証を所持して
いた将校だけが時おり街に出かけ買物することを許された。いくつかの
連隊は、遺棄された家屋や要塞に付属する建物を宿営所として使ってい
た。大部分の連隊は平地の真直中でのテント生活を余儀なくされた。こ
の簡易宿舎は、寒さに向かう季節にはまったく不向きだった36。
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33  Roth, Op. cit., p.251.
34  D’Andlau, J.-H. G., Metz, campagne et négotiations, Paris, J. Dumaine, 1872, xv, 509
p., pp. 206-207.
35  Niox, Op. cit., p.49.
36  Roth, Op. cit., p.251.; D’Andlau, Op. cit., p. 222.
独軍と同じく仏軍も防備施設をつくり、塹壕を掘った。すなわち、籠
城軍も包囲軍の前線と平行して防備ラインを敷き、敵の強襲に備えたの
である。前哨ではシャスポー銃は優れた効果を発揮した。長い射程距離
のこの速発銃はしばしば敵の無謀な突撃を食い止めた37。前線より少し
退いたところに倉庫が設置された。兵士らは食糧をはじめ、日常生活に
必要なもの一切をここから受けた。前述のように、８月末は雨天続きで
大地は水浸し、兵士も馬も泥濘の中を動きまわった。兵営の中をちょっ
と移動するにも踝まで泥に漬かるのを覚悟しなければならない。汚泥で
覆われた道路を馬で走ろうものなら、馬脚が跳ね上げる泥で肩まで騎乗
者は泥だらけになった。炊事班の兵士が火を熾そうにも、湿った空気の
もとではひと苦労だった。
このような環境のもとで疫病の発生は避けられない。飲料水に恵まれ
ず38、水浸しのキャンプ生活のため、兵士が慢性的下痢に悩まされたの
は当然で、しばしば赤痢と腸チフスが襲った。前線のヴァリエールでは
9月12日、多数の病人が発生し、その数は増える一方だったので、300人
ほどを残し、全軍がメッス市内に退却させられた。10月ともなると事態
はさらに悪化。寒気と栄養失調のため兵士は弱り果て、体力・気力とも
に著しく衰え、もはや軍服を着た病人の群れ同然となった。
当初、割当配給の措置が講じられなかったため、貴重な食糧が浪費さ
れた。10月初めから軍馬が食われるようになる。もし、軍司令部に少し
ばかりの慎重さがあったなら、なお数週間は抵抗できたはずである39。
悲惨という点では馬も同じだった。騎乗用と牽引用を合わせると軍馬
は相当数いた。もともと籠城戦を予定せず、行った先々で糧秣を補給す
るつもりでいたから備蓄は寡少で、秣はすぐ底を尽いた。城壁堤に広が
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37  Moltke, Mémoire, Op. cit., p. 139. 9月1日の戦闘を振り返りモルトケは、攻勢を仕かけ
てきた仏軍が3千の死傷者を出したのにたいし、防御にまわった独軍が6,400の死傷者を
出したと言う。その原因を仏軍兵士がもつ銃の優越性に求めている。
38  Baumont, Op. cit., p.305.  8月23日、プロイセン軍はメッスに通じる水道管を切断した
が、それでもって籠城軍が水不足に陥るということはなかった。メッス近辺には湧き水
がふんだんにあったからだ。しかし、飲料水としての水質に問題があった。
39  D'Andlau, Op. cit., p. 291.; Niox, Op. cit., p.49. 
る牧草地が頼みの綱だったが、そこもすぐに草を剥ぎ取られ、土の肌を
晒してしまう。次いで藁と木の葉、そして柴が代用食となった。馬体は
痩せ衰え、骨と皮だけの骸骨のような状態になった。衰弱した兵士は床
に伏し、不十分ながら看護を受ける特権に浴したが、衰弱した馬を待ち
受けていたのは射殺と解体の運命だった。
メッス籠城戦を戦い抜いたモンリュイザン中佐が残した日誌には、戦
闘と砲撃のもようを伝える合間に食糧事情が書かれている。その中に必
ずといっていいほど軍馬のようすが描かれている。10月8日の記述は次
のとおり。
「雨になった。水が滝のように流れる。私は医務室を開いたばか
りである。兵士たちはずぶ濡れになり、凍えていた。薪が不足。わ
れわれは木株やポプラを掘り起こしたが、こうした資源は貧弱であ
る。野菜を見出ださなくなってから久しい。砲兵隊が鉄道線沿いや
堀の辺り、あるいは畑地で、アザミ、踊り子草、野生スイバ、油菜
などを摘み採った。それでもって美味しいスープをつくり、残りを
馬に与えた。
安ブドウ酒でさえ、リットル当り２フラン50にもなり、ラードは
姿を消した。将校らはなお数キログラムのレンズ豆を保有。
われわれの配給パンは300グラムに減らされ、配給肉は750グラム
となった。」40
その２日後の10月10日になると、語調は一段と厳しくなる。
「午前９時、ああ悲しいかな！ わが資源の窮乏は現実のものとな
る。動物に与えるべきものは底を尽いた。あらゆる動物を牧場に連
れていき、手空きの兵士らを促して草と葉っぱを集めさせなければ
ならない。寒さと凍結をもたらす雨は騎馬隊の馬を弱らせる。馬は
100頭単位で死んでいく。」41
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40  De Montluisant, commandant, 1870; Armée du Rhin, ses épreuves la chute de Metz,
Paris, Montelimar, 1871, 284 p., p.66. 
41  Ibid., p.67.
10月11日の記述。
「悪天候で疫病が流行る。…［中略］…明日12日以降、パンは大
麦と、粗目の篩にかけられた小麦粉から作られるだろう。［バゼー
ヌ］元帥は兵士にブドウ酒の現物配給することを決定。」42
10月13日の記述。
「午前７時半。私は昨日は492頭の馬を保持していたが、そのうち
から101頭を食用にまわした。よって、手もとに385頭が残った。」43
籠城１ヵ月を過ぎたあたりから、軍馬は騎兵隊や砲兵隊の用をなすと
いうよりも、貴重な食糧源に変わったようである。
籠城軍のようすを要約すれば、汚泥の中の野営生活、骸骨同然の馬、
無気力な兵士、緩みきった士気ということになろうか。10月中旬ともな
ると、兵士らの関心は食べものに収斂する。遺棄された畑地でのジャガ
イモ掘りは当然で、これは極上の食物であった。浜大根や野ケシ、ドン
グリまでもが採集された44。
仮定の話だが、もし包囲軍が10月初め、僅か１個中隊でもいい、騎兵
隊による急襲をおこなっていれば、籠城側は応戦できなかった可能性が
高い。だが、プロイセン軍自体、待機戦でかなり消耗していたのと情報
不足のせいで、包囲軍もまったく動けなかった。
第６節　地獄絵
メッス市民は城壁内に閉じ込められた。その数は正確ではないが７万
人。うち５万がメッス市民、２万が近隣農村からの避難民であった。ア
ンリ・ジャンドリーズはその日記の中で書いている。以下は、籠城が始
まる直前の8月11日の描写である。
「大兵団が到着した。大潰走だ。あらゆる道路、広場、通り、家
屋は農民、兵士、将校、馬車、家具類、食糧でいっぱいになった。」
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43  Ibid., p.67.
44  Ibid., p.68.
「かわいそうなメッスよ！人間のみならず、動物たちですし詰め
状態だ。河畔、コメディー広場、県庁前広場は馬の群れでいっぱい
であり、足の踏み場もないほどだ。負傷者運搬用の椅子鞍をおいた
ラバで溢れているのはいうまでもない。牝牛と家禽を閉じ込めない
家は１軒としてない。」45
民間人は総督コフィニエール・ド・ノルデック将軍の支配下におかれ
た。総督は消灯時間・治安・食糧供給に責任をもった。しかし、実際上の
仕事は、精力的で思慮深い市長フェリックス・マレシャルが担当した。
毎夕、河港は閉鎖された。住民が城壁外に出ようとすれば許可証を携
帯しなければならない。近隣の村びとは家を捨て――代わって兵士らが
そこに占拠――避難してきたわけであり、街中での生活は心もとないも
のだった。町から遠いヴァリエール、ヴァントゥー46、バン=サン=マル
タン、プラップヴィル47 の村びとはそのまま居残り、ときおり農産物を
売りにメッスに出てきた48。
開戦と同時に、フェリックス・マレシャルの指導で国民衛兵５個大隊
が組織されたが、総督はちょうどパリがそうであったように、その民衆
的傾向と軍紀弛緩のゆえにこの衛兵に信用をおかず、城門および城壁の
監視役としてしか利用しなかった。その結果、ここでも無為懶惰が横行。
多くのメッス市民は将校のなかに近親者や知人がいたため、彼らを通じ
て情報を得ていた。そのため、兵士間でのバゼーヌの不人気はメッスの
住民に伝染する。９月半ばを過ぎると、軍人と住民のあいだの溝は拡が
る一方だった。
だが、メッス市民が敵と接触することはない。ときどき彼らは遠くに
砲声を聞いたが、そのたびに町が砲撃されるではないかと懼れた。しか
し、杞憂だった。なぜなら、フリードリヒ=カールの砲台は町を砲撃す
るにはあまりに遠くに位置していたからである。ストラスブール、トゥ
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45  Ibid., p.253.
46  ヴァリエール、ヴァントゥーともにモーゼル左岸にある、メッス市街地東郊の村。
47  バン=サン=マルタン、プラップヴィルともにモーゼル川右岸にあるメッス西郊の村。
48  Roth, Op. cit., p.253. 
ール（Toul）、ティオンヴィルが砲撃で甚大な被害を受けたのと対照的
に、メッスの街は一発の砲弾さえ落ちなかった。さすが軍都だけのこと
はあり、周囲に配された外堡が敵を近づけなかったのだ。
メッスは広大な野戦病院となった。市民は戦況を負傷者と病人の数で
知った。最初の傷兵はボルニー=ノワスヴィルの戦い（8月14日）ののち
に運び込まれた。軍医は、適切な場所もなく医薬品も医療具も、また灯
りも不足するという劣悪な条件下で、増えつづける負傷者と不眠不休の
格闘を強いられた。彼が手にしたのはメスよりも、手足を切断するため
の鋸と、弾丸を抜き取るための鉗子の場合が圧倒的に多かった。マルス
=ラ=トゥール、サン=プリヴァの戦い（8月16〜18日）の負傷者はそれ
こそ万単位でメッスに到着した。その数は資料によれば１万３千ないし
１万５千にのぼる。数が多すぎて病院に収容しきれない負傷者は、道脇
に置かれた担架上で呻吟の声を挙げつつ、いつ始まるかわからない治療
の順番を待った。
陸軍病院はすぐに満杯となり、学校・修道院・慈善施設が野戦病院に
早変わりした。むろん、悲惨な現実を目のあたりにした、慈悲心に富む
人々は進んで自宅の門を開き傷病兵を招き入れた。それでも病床は不足
した。テントと客車が野戦病院になる。エスプラナード、シャンビエー
ル、ポリゴンなど、これらメッス所縁の地はやがて名うての野戦病院の
名に変わるのだ。９月末にはポリゴンだけで2,200人の負傷者を収容し
た。看護者が決定的に不足したのはいうまでもない。この人手不足を埋
めたのはメッスの僧尼と町の婦人たちである。それでもなお足りない人
手は、快復期の患者自身が補った49。
10月7日、偵察戦で負傷した歩兵ジャン=バティスト・ドリアンは、エ
スプラナードの野戦病院に担ぎ込まれたときのようすを次のように記し
ている。
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49  Ibid., p.255. 
「私はガスパールといっしょだった。われわれはテントの下に運
ばれ、藁の上に寝かされた。…［中略］…私はメッスのある親切な
夫人の介護を受けた。私は11月9日まで藁の上で熱に浮かされなが
らこのテントで過ごした。」50
少なからぬ戦死者がいた。治療不全の兵士はすぐに死者の仲間入りを
する。病気持ちからも死者は増えた。毎日、負傷者を野戦病院に運び入
れる馬車は、そこを出るときは必ず死者を運び出した。棺はもはや間に
合わない。布で覆われただけの遺体を詰んだ馬車はシャンビエール墓地
に向かうのだ。遺体は、待ち受けた人々の手で、墓地の隅に穿たれた長
さ15メートル、幅2メートル、深さ2.5〜3メートルの壕の中に放り込ま
れた。
傷病兵の看護を担当した軍医ユジェーヌ・グルロワは傷病者の総数を
４万３千と見積もったが、うち５千を民家が収容したという。軍医と医
薬品の不足が死亡率を高めた。この軍医によれば、7,203人の兵士が野
戦病院で死んだという。死因は傷であるが、とくに膿毒症と脱疽であっ
た51。
第７節　疑心暗鬼
監禁状態は人々の感情を苛立たせるものだ。バゼーヌの意図が知らさ
れず、外部との連絡を絶たれ、外の情報がまったく入らないだけに、
人々の苛立ちは大きかった。そこにスパイ恐怖症が追い討ちをかける。
いたるところにスパイが現れた、というより、人々の目にそう映った。
攻撃すべき敵がどこにいるかわからないとき、人はしばしば身近にいる
人物を疑ってしまう。多くの無実の人がスパイに仕立てられ、死刑判決
を受けて銃殺された。
また、真偽のほどを確かめようのない噂が拡がり、住民は狂躁状態に
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50  Ibid.
51  Ibid. 
陥る。９月６日、パリが援軍を差し向けたようだ、マク=マオン軍が救
援に駆けつけるらしい、プロイセン軍は敗北し、王は捕虜となったそう
だ…。ちょうどパリがメッスに希望をつないだように、メッスもただひ
たすらパリを当てにした。10月2日、パリの勝利はまちがいない、仏軍
はプロイセン軍をシャトー=ティエリまで撃退したらしい、そして、ベ
ルリンで革命が生じたとの噂が流れた。すべての流言がひとつの方向性
を、つまりメッス住民を有頂天にさせる方向性をもっていることを考え
ると、プロイセン軍当局が流したのではないかと考えて何ら不思議はな
い。朗報が虚報であると判明したとき、人々の落胆は限りなく大きなも
のになるからだ。この点でもパリの場合とまったく同じである。
飢饉は市民のあいだに蔓延。蓄えた食糧はすっかり底を尽き、庭草も
食べ尽くし、城外のジャガイモが兵隊の畑泥棒にしてやられた以上、も
はや何もない。牛肉や豚肉は姿を消して久しく、肉は馬肉だけとなった。
当時の人々は馬肉を食うという習慣をもたなかったため、なかなか口に
放り込めない。砂糖、ジャガイモ、木炭もなくなった。たとえ見つけた
としても、それらは法外な価格に跳ね上がっていた。飲料水すらも不足
しはじめた。頼りとなるのは公共備蓄のみ。メッス市は不時の災難に備
え、小麦粉や乾燥肉などは少しばかり備蓄をもっていたし、パン焼き業
者も小麦粉を保持していた。大人１人あたり１日に750グラムのパンを
提供するために、300キャントー52  の小麦粉を要した。市の備蓄はすぐ
に底を尽く。10月初めに白パンの製造は禁止された。かくて、澱粉・大
麦・藁入りパンなどの珍奇なパンが登場する。まもなくパリでくりひろ
げられることになる飢餓地獄の予告編でも始まるかのように、メッスで
飢饉が始まったのである。
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52  キャンタルは重量単位で、１キャンタルは約50キログラム。
第２章　メッス開城
第１節　幕間茶番
スダン大敗北の噂がメッスに流れたのは9月12日である。しかし、バ
ゼーヌはすでに９月７日の時点で､フリードリヒ・カールが派遣した密
使によりその事実を知っていた53。元帥とその側近が大激震に襲われた
のは想像に難くない。バゼーヌを動転させたのはスダンの悲報よりも、
パリの９月４日の事件である。彼はこの共和主義の新政府を認めたくな
かった。この問題について彼のとった態度は曖昧である。すなわち、バ
ゼーヌは9月15日と25日の２度にわたり陸軍省に打電している54。バゼ
ーヌは国防政府の首班になったトロシュ将軍に対して嫉妬心をいだいて
いた。その一方でパリの防衛を愚行と見なし、首都の降伏はもはや時間
の問題とみていた。
こうしてバゼーヌの関心は軍事よりも政治に移る。実際に起きた事柄
と後のバゼーヌ裁判の記録から、このときのバゼーヌの胸中を推理して
みよう。
メッスにいる自分の使命は、この新政府――おそらく復活帝政という
ことになろうが――の樹立のためにビスマルクと直談判することだと考
えた。ビスマルクは和平交渉を欲している、彼はその交渉相手として共
和主義政府よりも帝政政府を望んでいるはずだ。ならば、メッス籠城軍
の投降を担保としてプロイセン当局の手を借りて帝政の復活を促そう、
―こういう計算だったらしい。
バゼーヌは9月16日に２人の将校を使者としてフリードリヒ=カールの
許に送った。和平条件を訊くためである55。フリードリヒが敵使者の突
然の来訪に驚いたのはいうまでもない。同総司令官はすぐに、フェリエ
ールにいるビスマルクに敵使者の来訪の事実を打電した56。
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53  Bazaine, L’armée du Rhin, op. cit., pp. 117-119.
54  Ibid., pp. 123-128.; Baumont, L’échiquier de Metz, op. cit., pp. 169-170.
55  Baumont, Op. cit., pp. 171-172.
56  Baumont, Ibid., pp. 172-173.
ビスマルクはすぐにバゼーヌの心理状態を推理する57。メッスが投降す
るとなると、パリはすぐに戦意をなくすはずだ。戦争を早期に終結させ
たい一心のビスマルクにとってもこの話は魅力的だった。9月16日、宰相
は返信でフリードリヒ=カールに直ちに交渉を始めたい旨を伝え、メッス
の開城とメッス軍の投降につながるのであればこの話に乗ってもよいと
述べた。宰相は書簡の中でバゼーヌの心理状態を事細かに説明し、利用
すべき手段がまんまと手に入ったと述べ、さらに、状況が不確かなとき、
利用できるものはすべて利用したほうがよいとつけ加えた。復活帝政政
府と交渉したほうがよいか、それとも臨時共和国政府と交渉する58 のが
よいか――しかし、この２つの選択肢を１つに絞るのに機はまだ熟して
いないようにも思われた。そこで、ビスマルクは当面、交渉相手を絞り
込むことなく、並行して交渉を試みることにした。
そして、偶然とはよくしたもので、このころ、和平交渉に関連しても
うひとつの偶然が重なった。ファーヴルがフェリエール滞在中のビスマ
ルクを訪れた（9月19日）のとちょうど時を同じくして、フェリエール
の館に、もうひとりのフランス人がひょっこり現れた。この男はヴィク
トル・レニエと称し、イギリス亡命中の皇后の名代と名乗った。レニエ
は皇后の信任状をもたなかったが、その代わり皇太子直筆の絵葉書を持
参していた。ビスマルクはバゼーヌとの交渉に「これは使える！」と思
った。たとえ、メッスでの交渉が縺れて失敗したとしても、この男が皇后
直筆の信任状をもたないがゆえに、いつでも交渉自体がなかったことにで
きる、プロイセンの策謀を否認しとおせる、とビスマルクは考えた59。
ヴィクトル・レニエは謎の人物である。年齢は48才、山羊髭をたくわ
えた小男、陽気なお喋りであった。身なりはなかなかで、外見からして
金銭に窮している疑いはなかった。ロンドン在住で、英国人の妻をもち、
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57  Georges-Roux, La guerre de 1870, Paris, Fayard, [c. 1966], 369 p., p.174.
58  9月16日というのは奇しくもビスマルクがパリのファーヴルの和平会談申し入れに諾答
を送った日である。偶然というべきか、プロイセン宰相はメッスとパリと同時に和平交
渉することになった。
59  Roth, Ibid., p.257.
商いを営んでいるということだった。この人物がなぜ、こんなとき歴史
の大舞台に登場してきたのか動機ははっきりしない。たぶん虚栄心と功
名心が半々だったかもしれないが、祖国の不幸を終わらせたいとの一念
で、大舞台に飛び出してきたものと思われる。しかし、この人物にそん
な動機があるだけで、大きな歴史的役割が果たせるはずもなかった。こ
の動機をうまく使える演出者がいなければならない。それがビスマルク
であった。
話を始めから述べることにしよう。9月14日、レニエはまずヘーステ
ィングスに赴いた。ここは、かつてノルマン人が大陸から海峡を渡って
きてブリテン島に上陸した場所で、歴史的名勝の地である。イギリス海
峡を臨む風光明媚の丘地に要塞跡地が残されている。丘の後ろに別荘地
が広がる。この一角に、革命のパリを逃れたユジェニー皇后がホテルに
滞在していた。応接に出たのは皇后の侍女で、パリから一緒に逃亡して
きたルブルトンである。氏素性の定かでないレニエはたちまち玄関払い
を食らった60。
そこで、レニエは皇太子に会うことに切り替えた。母とは別のところ
に住んでいた皇太子は15才、分別ある年齢に達していたが、持ち前の育
ちのよさから人を疑うということを知らない。レニエが皇后と皇太子の
近況を、プロイセンに抑留中のナポレオン三世に伝えることを約束する
と言ったのを聞いて、皇太子は大喜びした。皇太子はヘースティングス
の絵葉書に「父上、私はヘースティングスの光景をお届けします。これ
をご覧になり、お喜びになられますことを。ルイ=ナポレオン」と記した61。
この文言はなんとも他愛もないことだが、皇太子の直筆であるという事
実が重要な意味を、つまり信任状に等しい価値をもったのである62。
この書き付けを手にするとレニエはすぐに大陸に渡り、さっそくフェ
リエールの独軍大本営に赴いた（9月20日）63。応対した将校に、自分
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60  Baumont, Op. cit., pp.189-190. 
61  Baumont, Ibid., p.190.
62  Georges-Roux, Op. cit., pp.177-178.
63  Baumont, Ibid.
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は皇后の密使であると伝え、身分証明書の代わりに件の絵葉書を見せた。
ビスマルクに急報が発せられたのはいうまでもない。バゼーヌとの交
渉を仲介する人物を探していたビスマルクはレニエの登場を喜んだ。こ
うして、ビスマルク演出の策謀の仕上げ役は彼が演じることになった。
レニエは皇后の意を汲む使者として、そして、ビスマルクのお墨付を得
た者として、メッスのバゼーヌの許に使者として送られることになる。
ビスマルクはレニエに密書と戦時通行証を渡した。
レニエに託された密書に書かれたプロイセン側の和平条件は次の４つ
である。
（1）メッスとストラスブールの降伏
（2）中立化されたライン［＝メッス］軍の警護のもとに、上院およ
び立法院の召集
（3）バゼーヌの指名する将軍を皇后のもとに派遣すること
（4）フランスの政体を決めるための国民投票の実施64
次いで9月23日、レニエはコルニー城のフリードリヒ= カールを訪れ
た。通行証を見せると総司令官との面会を許され、つづいてメッス籠城
軍の前哨に案内された。その日の夕方、レニエはバゼーヌに会見する。
バゼーヌは絵葉書と密書を見て、目の前にいる人物が正真正銘の使者で
あることを悟った。レニエは口頭でプロイセン政府は帝国政府とならば
和平交渉に応じる用意があると告げた。その際、ヘースティングス滞在
中のユジェニー皇后も早期和平を望んでいることを付け加えた65。バゼ
ーヌは、ビスマルク提案の４項目のうち、第１項だけを除きすべて呑め
ると判断した。第１項は、他ならぬメッスの降伏である。それは自分の
意思ではできない、上司の命令ならば従うということだった。
翌24日、レニエはコルニー城を再訪し、前夜におけるバゼーヌとの会
見のもようを説明した。ところが、あにはからんや、フリードリヒ=カ
ール総司令官の口から出た言葉は意外なことに、「和平交渉を振り出し
64  Georges-Roux. Ibid., pp.178-179, 
65  Baumont, Ibid., p.192.
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に戻す」というものだった。というのは、バゼーヌは不用意にもレニエ
に、メッス軍は食糧不足で軍は10月18日までしかもたないと語ったが、
そのことがフリードリヒに伝わってしまったからだ66。メッス籠城軍の
絶望的な状態がわかったからには攻撃続行あるのみで、交渉はもはや不
要となった。フリードリヒ=カールはもともとビスマルクの軍事問題へ
の口出しを嫌っていたし、早期和平論をプロイセン軍の完勝への妨害要
因と見なしていた。
だが、その一方でフリードリヒは外交的努力を断念してはならないと
も考えた。すなわち、バゼーヌの上司というのは皇帝か皇后しかいない。
皇帝は今や囚われの身であってフランスを代表できない。残るは英国滞
在中の摂政皇后しかない。とすれば、メッスを開城させるため、この皇
后に幕引き役を当てがうべきではないか、メッスから皇后のもとに誰か
を派遣し、彼女自身からビスマルクの和平条件の受諾を取りつけるべき
だ67、と。フリードリヒはレニエにさらなる特命を与えた。
この話を耳にしたレニエは、自分が用済みでないことを知って喜ぶ。
彼はふたたびメッスに急行し、プロイセン軍総司令官の意向を伝えた68。
バゼーヌは上司の命令ならば投降してもよいと考えていたから、将軍を
英国の皇后のもとに派遣して投降許可をもらうことに異論はなかった。
第２節　道化師ブルバキ
こうした茶番劇は本当に演じられることになった。道化役を仰せつか
ったのは近衛軍団司令官のブルバキ将軍である。ユジェニーの信任厚い
この将軍ならば彼女の心を動かす可能性をもっていた。バゼーヌは警戒
心から自軍参謀部にはブルバキの派遣を秘密にした。メッスでバゼーヌ
の評判は地に墜ちており、疑心暗鬼からスパイ告発合戦のようなことが
横行しているなかで、当の総司令官が和平交渉に乗り出したことを将兵
66  Baumont, Ibid., p.193 et p. 200.; Humbert, Op. cit., p. 77.
67  Georges-Roux, Op. cit., p.179.
68  Baumont, Ibid., p.193.
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や市民が知ったらひと騒動起こるからだ。ブルバキは9月27日未明、ル
クセンブルクの赤十字医師団の一員を装ってメッスを離れた69。だが、
彼は前哨で扮装を見破られ、その旨すぐに上官に報告された。フェイ大
佐は27日付日誌にこう書きとめた。
「皇帝の副官にして近衛軍団司令のブルバキ将軍は密使となる！
彼は今朝、国際赤十字の医師団と一緒の民間人として出立。むろん、
プロイセン参謀部の通行証を所持。」70
しかし、ブルバキ将軍の隠密行動はそのまま放任された。この事実は
メッスではしばらく気づかれないでいたが、やがて彼の不在は確かな事
実となり、突拍子もない噂が広がった。彼はバゼーヌと衝突して或る要
塞に拘禁された、否、もう殺害されてしまったというのだ71。その不在
が敵前逃亡ということにならなかったところがブルバキの生真面目な性
格と人望のゆえんであろう。また、ブルバキを殺めた張本人がバゼーヌ
であるというのも興味深い。それほどに元帥は信用がなかったのだ。カ
ンロベール元帥は気づいていたらしく、あるとき多くの将校を前にして
演説した。解決は間近だ、皇后がプロイセン国王と会談し、和平交渉が
始まるだろう72、と。
バゼーヌ軍の不評はメッスだけではなくなっていた。９月末のパリが
強い不信感をもったばかりか、フランス全土で広まりつつあったのだ。
プロイセン当局がそれを意図的に流したとも推定できる。既述のように、
ビスマルクはパリとメッスの両方に対して和平をもちかけていた。一連
の交渉を通じてパリとメッスの仲がしっくりいっていないことを知っ
た。「フェリエール会談」でビスマルクはファーヴルから、メッス軍が
パリ政府に情報を送ってこないこと、パリ政府の意向に従わないことを
聞かされていた。ビスマルクはファーヴルのこうした懸念を逆手に取り、
69  Bazaine, Episodes de la guerre de 1870 et le blocus de Metz,  Madrid, Gaspar, 1883,
xxxvii, 328 p., p. 184.
70  Ibid., p.180. ; Baumont, Op. cit., p. 198.ブルバキはバゼーヌから文書ではなく口頭で命
令を受けた。このことがのちの国民議会査問委員会（1872年11月12日）で問題となる。
71  D’Andlau, Op. cit., pp. 236-237.
72  Ibid., p.183. 
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バゼーヌはパリ政府を認めず、プロイセンとの和平交渉を申し出たとい
う噂を流した。真実半分、嘘半分のこの噂はパリではすんなり受け入れ
られた。これはまんざら嘘ではなかったけれども、まだ具体的に和平交
渉を提案してきていないのに、そう述べたところがウソだが――。
バゼーヌは、プロイセン当局が書いたシナリオどおりに和平行動に走
る気配を見せた。ブルバキが英国に旅立ったころ、レニエはフェリエー
ルにたち寄り、次の大役を待った。彼は9月28日にもビスマルクと会っ
たが、どんな話が取り交わされたかはわからない。ビスマルクはメッス
の意向を確認するために、フリードリヒ=カールを介してメッセージを
メッスに打電した。
「バゼーヌ元帥は、メッスの開城のためにレニエ氏が定めた諸条
件を受諾されるかどうか、元帥閣下のご意向を伝えられたい。」
翌29日、バゼーヌは返答する。
「そのお伺いに対して私は諾答を与えることができません。私は
レニエ氏にメッス市を譲渡できないと言っただけです。私になしう
ることは、戦争について名誉ある降伏を受諾することでありますが、
メッス要塞開城を約定の中に入れるとは理解していません。じじつ、
私に軍事的名誉を与えるのはそうした条件であります。」73
ブルバキは英国に到着した。寒さを嫌って9月19日以降、皇后はヘー
スティングスからチズルハースト74 に移っていた。10月２日、皇后はブ
ルバキの突然の訪問を受けて仰天した。皇后は来訪の目的を問うた。彼
女の狼狽ぶりを目の当たりにした瞬間、ブルバキは自分がしでかしたこ
とが何であるかを理解した。つまり、実際に生起したものが何であり、
生起しなかったものが何であるかも。「驚きのあまり、そして自らが犯
した愚行を自覚するあまり、しばらくの間、皇后の質問に返答すること
73  Bazaine, L’armée du Rhin, op. cit., p. 133.
74  ロンドンの南東郊12ｋｍのところにある住宅都市。筆者はかつてこの町を訪れ、ナポ
レオン三世の葬儀（1873年）がおこなわれた教会を確認したが、皇后の滞在先がどこ
なのかはわからなかった。
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さえできなかった」75 と、のちにブルバキは語ることになる76。事情を
知った皇后はむろん和平交渉に入ることを承認しない。自分には権限が
ないというのだ。それももっともなことであり、ブルバキは空しく辞去
するほかなかった。道化役を演じてしまったという自責の念でいっぱい
の彼がそのときどんな気持ちに襲われたかは想像するに難くない。メッ
スに戻るしかない。だが、プロイセン軍当局の通行証がまだ有効かどう
かが定かではない。ブルバキはヴィクトリア女王の許を訪れ、メッスに
戻れるよう取り計らってほしいと願いでた。イギリス政府がプロイセン
大使館に照会したところ、「不可」という返事が届いた77。結果がこう
なった以上、ブルバキはメッスに戻るのを諦め、国防政府に奉仕しよう
と決意した。パリに行こう、そうすれば何かの仕事にありつけるだろう。
だが、どのようにして、包囲されたパリに入るというのか。
第３節　ロンドンでの和平努力
原作レニエ、演出ビスマルク、主演ブルバキの茶番劇が演じられてい
るのと平行して、ナポレオン三世も彼なりに休戦のための活動を展開し
ていた。彼はプロイセンのヴィルヘルムシェーエ城78 に軟禁された、文
字どおりの囚われの身である。前皇帝はプロイセン政府に提出した覚書
のなかで休戦を示唆した。数日後の10月４日、ベルリンは彼に返答をよ
こしてきた。
「バゼーヌ元帥に物資補給と負傷者搬出を可能にする休戦協定を
与えることになれば、ドイツはメッスの降伏を待つという権利を有
75  Georges-Roux, Ibid., p.182.
76  Baumont, Op. cit., p. 203.
77  Maquest, Pierre, La  France et l’Europe, pendant le siège de Paris, (18 septembre
1870-28 janvier 1871), encyclopédie politique militaire et anecdotique, 2e éd., Paris,
Auguste Ghio, 1877, xii, 838 p.,, pp. 83-84.
78  旧ヘッセン=カッセルの首都カッセルの近くにあるヴィルヘルムシェーエの城館。ナポ
レオン三世は9月5日夕方にここに軟禁され、1871年3月までの6ヵ月半ほどの間、滞在
することになる。行動は比較的自由であったらしく、同年11月初旬にはユジェニー皇
后がここに4日間滞在している。1871年の3月以降は渡英し、ユジェニー皇后の亡命先
チズルハーストに落ち着く。
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するにもかかわらず、軍事的勝利を放棄することになりましょう。
このような犠牲を正当化するためには、協定に同意するにあたりド
イツは、それが必要不可欠と見なす諸条件の承認を伴うような講和
の保証を獲得しなければならないでしょう。元帥の意図が不確かで
あり、かつ、彼のみを利する結果になりかねない休戦協定と引き換
えに提供される条件の価値が不確かである以上、今のところ、この
ような取り引き機会をとらえるべきではありません。」79
一方、まったく別のところでも和平に向けての動きがあった。ロンド
ンにおいてである。この町は９月４日革命以降、フランスから多数の亡
命者を迎え入れていた。その中に、かつて首相をつとめた経歴をもつペ
ルシニー公爵がいた。彼は9月26日にロンドン駐在プロイセン大使ベル
ンシュトルフ侯爵と会見している。その会談を通じて両者は、フランス
がこのままでは無秩序状態に陥るという点で意見が一致した。ひとつの
体制が崩壊すれば、それを継ぐ体制も当分は不安定であるだろうし、そ
うなると次から次へと暴動が起こり、憂慮すべき事態にたちいたるだろ
う。ペルシニーの提案は次のとおり。混乱を防止する唯一の方法はバゼ
ーヌ軍にメッスからロワール川以南への撤収を認め、ここで合法的権力
を樹立させることである。必要ならば国民投票を実施してもよい。そし
て、ナポレオン三世の重祚が不可能であれば、若い皇太子を擁立しても
よい。それも適わないときはオルレアン家から王を招いてもよい。重要
なことは、たとえ不可避的な国土の割譲という犠牲を払っても平和と秩
序を再興することである80。
ベルンシュトルフは9月28日に会見内容をビスマルクに伝えた。ビス
マルクはようやく10月15日になって返答をよこした。曰く。和平を急ぐ
必要はない、メッス陥落は時間の問題であり、それこそが今後の外交上
の切札となるであろう、と。ビスマルクの方針はまず「確固とした条約」、
次いで「安定的政府」であり、その逆ではなかったのだ。もし逆の手順
79  Georges-Roux, Op. cit., p.184. ; Baumont, Op. cit., p. 278.
80  Georges-Roux, Ibid., p.185. ; Baumont, Ibid., p. 279-282..
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で駒を進めると、有利な条約の締結に確実に到達しうるかどうかの見通
しが立たなくなってしまう。
とはいえ、ビスマルクがペルシニー提案に一理を認めたことも事実。
ベルンシュルフへの返答に半月もの時間がかかったのは、宰相に迷いが
あったせいとみることもできる。和平条約優先で駒を進めても、それが
空振りに終わる危険性があったのだ。たしかに、ペルシニーのいうよう
に、プロイセンが不安定な政府を、しかも共和主義の政府を交渉相手と
するようなことになれば、和平交渉そのものが民衆暴動を誘発し、面倒
な事態にたちいたる危険をはらむ。その意味では開戦に責任をもつ帝国
政府のほうが望ましい。しかし、不人気のナポレオン三世を復位させて
も、あるいはオルレアン朝を擁立しても、長くはもたないだろう。また、
フランスの王政復古を外敵の力でなし遂げれば、自尊心の強いフランス
人が黙って従うわけがない。
ここに、どちらの手順で進むにしても必ず暗礁に乗り上げるというジ
レンマが横たわっていた。ビスマルクは遠まわりの道よりも、当面は確
実と思われる道を選択することにした。しかし、その後の外交交渉とフ
ランスの政局の推移は、ビスマルクとペルシニーが懸念したとおりに展
開するのである。
第４節　汚れ役探し
憂色濃いメッスは９月末から最後の力をふり絞って抵抗を続けてい
た。10月7日のラドンシャン出撃戦が頓挫した。これが最後の戦闘とな
る。プロイセン軍参謀本部で取材していた英国人アーチバルド・フォア
ベスはメッス攻防戦をつぶさに観察し、その戦況報告を本国に送ってい
た。戦場査察をおこなったとき、メッス城外のいたるところで要塞と陣
地が放棄されているのに出会した。「出撃はすべて失敗に帰した。独軍
はあまりに堅固に組織されていた」81 と記した。　
81  Roth, Op. cit., p.258.; Georges-Roux, Ibid., p.186
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10月10日、バゼーヌは戦況点検のため、主だった将軍を一堂に集めて
作戦会議を開いた。この時期になぜこの種の会議が召集されるか、ほと
んどの者が気づいていた。バゼーヌがまず口を開く。
「外部からはもはや援軍は期待できない。自陣内では衛生状態が憂
慮すべき状態にある。すでに１万９千の傷病者をかかえている。医薬
品も欠乏し、病舎・避難所・寝具も不足している。医者は絶対数が足
りない。疫病も発生している。」82
会議はすんなり一致点に達した。
（1）メッスにおいて可能なかぎり抵抗を継続すること
（2）塹壕野営陣地の周囲では大規模な作戦は停止すること
（3）名誉ある軍事的約定に到達するために、談判をただちに開始する
こと
（4）敵が自軍の軍事的名誉と両立しがたい条項を課してきた場合には、
血路を開くべく突撃戦を敢行すること
ところどころに名誉維持のための粉飾が凝らされているけれども、明
らかに敵との交渉に入る、つまり、降伏条件の取り決めをおこなうとい
う中身である。その実行のためにボワイエ将軍が独軍司令部に派遣され
ることになった。彼はまずコルニーのフリードリヒ=カールを訪れる。
王太子は色よい返事をよこさなかった。彼は日記に書く。
「終戦の近いことを予感した。食糧を欠く住民の不安な状態、多
数の脱走兵（その中にはクリミア戦争の勇士もいる）、バゼーヌに
対する不平不満――彼らは彼を“のろま”と呼んだ――がその証拠
となる。私は夕刻モルトケに、メッス陥落は時間の問題であり、い
かなる取り決めも結ばないことを希望すると打電した。」83
王太子はボワイエ将軍をヴェルサイユの大本営に案内した。10月14日
と15日の両日にわたってボワイエはビスマルクと会見している。ビスマ
ルクは自らの胸のうちを明らかにした。それは次のとおり。
82  Georges-Roux, Ibid., p.186.
83  Ibid.
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（1）まずフランス側で、休戦協定交渉をなしうる政府をつくることで
ある
（2）この政府はメッスに樹立するのが望ましい
（3）メッス軍は「帝国陸軍」であることを宣言せよ
（4）亡命中の摂政皇后は全権をバゼーヌに譲渡すべし
（5）プロイセンはこの政府のみを相手として交渉する
さすが老獪な外交家だけのことはある。ビスマルクは崩壊寸前のメッ
ス軍の全体を捕虜にするよりも、これの中立化を図ってパリ政府に対抗
させることを考える。そこにはメッス軍の名誉も、プロイセン側の利益
も、パリの共和主義への対抗も十分に考慮されている。そして、ペルシ
ニー和平案の影響を認めることもできる。だが、それでも宰相にとって
気がかりなのは、そのことによってプロイセンがはたして強固な政府を
交渉相手に選んだことになるかどうかだった。また、皇后がシナリオど
おりに動くかどうかも不確かだったし、「事を急ぐな」という王太子の
電文も気になる。宰相は慎重にも、上記５項目をけっしてプロイセン政
府の提案とはいわず、個人的見解だと言うにとどめた。つまり、バゼー
ヌの反応をみてのちに決断しようというのだ。
10月16日、ボワイエはヴェルサイユを去り、翌日にメッスに戻った。
彼は会見の模様をつぶさに軍首脳部に報告。18日、バゼーヌ元帥は中将
以上の将官を召集し、ボワイエ報告を伝えるとともに善後策を諮問した。
蜂の巣をつついたような騒ぎとなった。ビスマルクの提案を妥当と見な
す者と屈辱と感じる者とが真っ向からぶつかり、論議は紛糾の一途を辿
った。結論は翌日にもち越された。19日の論議の結果、ボワイエをロン
ドンのユジェニーの許に派遣し皇后に裁定を委ねることになった84。
ボワイエは20日にメッスを発ち、24日にチズルハーストに到着。ボワ
イエの渡航はビスマルクの許可を得ていた。皇后の側には帝政末期に首
相をつとめたルエルが控えていた。ボワイエは自己の任務を説明し、皇
84  Ibid., p.188.
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后の裁定を要請した。勝ちめのない敵対行動の継続が敵の要求の嵩上げ
に帰結し国の破滅を導くことを彼は切々と訴えた。悲痛な熱弁を前にし
てユジェニーはかなり動揺したが、幕引き役を演じることは固辞した。
とくにアルザス=ロレーヌの割譲を皇后の名において認めることを拒絶
した。皇后としては何も処置しないけれども、ビスマルク宛てに親書を
書くことは引き受けた。この親書は重要な内容を含んでいた。
「ロンドンにて1870年10月25日、ビスマルク伯爵閣下。私は全権
をバゼーヌ元帥に委譲し、彼を帝国の皇帝代理官に任命する用意があ
ります。もし閣下がこれを承認されるならば、火急速やかにこの書簡
の写しを元帥の許に送り届け、彼が食糧補給をなすよう許可をいただ
きたく存じます。私の命令書を所持するボワイエ将軍を出発させるこ
とにご異議あれば、閣下からその旨お伝えいただきたくお返事をお待
ち申しあげます。」85
ボワイエはこの親書をもってロンドンのプロイセン大使館を訪れた。
事の緊急性に鑑み、直接ビスマルクに手渡す手間を省いたのである。す
ぐに同大使館からヴェルサイユに向けて打電された。内容の重大さを察
知したビスマルクはすぐに国王に事情を説明するとともに、ユジェニー
への返書を書いた。
「国土防衛のために多大な犠牲をはらった以上、ドイツは以下のこ
とが確保されることを願うものです。すなわち、それは、次期の戦争
においてフランスが国力を回復し盟邦を獲得するや否や、わが国に向
けるかもしれない攻撃を撃退するのに、わが国に十分備えができてい
ることであります。すでに国土が十分に広大であるため、わが祖国を
拡げたい願望のゆえにではなく、ただひとえに上記の憂慮すべき想定
のゆえに、私は領土の割譲を主張せざるをえません。そのわけは将来
わが国の攻撃に飛び出してくるかもしれない仏軍の出発点を後退させ
たいと願うからにほかなりません。」86
85  Ibid.
86  Ibid., p.189.
率直な意見である。ここにはこの戦争におけるプロイセンの狙いが余
すところなく表明されている。この書類はずっとフランス側には知られ
ないままだったが、1918年2月になって晩年のユジェニー皇后自身からジ
ョルジュ・クレマンソーに渡された。対独復讐熱に燃えるクレマンソー
はこの手紙をドイツ側に突きつけたのであった87。ここでビスマルクのい
う「領土」とはアルザスとロレーヌを指すのだが、ユジェニーはむろん、
両州の割譲という犠牲をはらってまで講和を結ぶつもりはなかった。だ
からこそ、全権をバゼーヌに譲ると表明したのであろう88。
不名誉な役まわりの押しつけあいのうちに時間だけが過ぎていく。こ
うしてレニエの交渉も、ブルバキの交渉も、ペルシニーの交渉も、そし
てまた、ボワイエの交渉もそれ自体としては実を結ばなかった。ユジェ
ニーこそ、今度の戦争の開戦において最大級の責任をもつ者ではなかっ
たか89。敗色濃厚な局面を迎えると、当事者はえてしてこのような無責
任行動に出るものである。
だが、事態が膠着したままかというと、そうでもなかった。歴史の歯
車はしばしば人間の思惑によってではなく、事実そのものに内在する力
によって動かされる。万策尽きたバゼーヌ軍は武器を置かざるをえなか
ったのだ。
第５節　投降
10月24日、ボワイエから「目的未だ達成せず」という報を受け、バゼ
ーヌは軍首脳会談を開いた。ボワイエの使命が実を結ばないことを前提
にした「抗戦継続か講和か」が論議の主題である。結果は和戦両論真二
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87  Ibid. 
88  Ibid.
89  スペイン王位継承問題が起きたとき、プロイセン王家傍系のレオポルト大公が候補者
となった。フランス政府の強硬な抗議によりレオポルトは候補を辞退すると明言した。
それにもかかわらず、ユジェニー皇后は「将来に亘って候補者になることはないと誓約
せよ」と迫ったため、これが「エムス電報事件」を誘発して普仏開戦の契機となった。
その辺の事情については拙論文を参照されたい。松井道昭「普仏戦争の原因」（『横浜市
立大学論叢』第59巻、2008年、第１・２・３合併号所収。）
つに分かれた。デヴォー将軍は、近衛兵は生贄になる用意ができている
と言い、ル・ブフ元帥も、愚行に終わるかもしれないが突撃を説いた。
コフィニエール将軍は援護砲撃用の要塞部隊を残し、全軍が打って出る
べきだと主張。一方、ラドミロー、フロサール、カンロベール、ソレイ
ユらは脱出はむりだと述べた。理由はこうである。もはや騎馬兵は存在
せず、牽引馬も不足しているもとで泥濘の中を兵士が大砲を引っ張るの
はむりである。歩兵だけが行軍に堪えるかもしれないが、独軍の砲撃の
餌食になるだけである。二重三重の包囲陣を彼らだけでどうして突破し
えようか。避けようのない惨劇の光景をはたしてフランスは望むだろう
か、と。
議論を何度重ねてみても堂々巡りだった。しかし、回を重ねるごとに
悲観色が強まっていったのは否定できない。翌25日朝、シャンガルニエ
将軍がコルニー城のフリードリヒ=カールを訪れた。シャンガルニエは
言う。休戦協定からメッス軍を除外して欲しい。そうすればメッス軍は
武器弾薬をもってここを撤収し、アルジェリアないしはどこか他の場所
に駐屯し、今後の戦闘には関与しないことを約束する、と。これはいつ
か提案された案に似ている。王太子は慇懃な態度に終始したが、これを
受け容れなかった90。
その日の夕方、シセー将軍はフレスカティでフリードリヒ=カールの
参謀長シュティーエと話しあった。参謀長は貴軍と貴要塞の運命を引き
離すことはできない、メッス軍は城門を開き、スダン軍と同じ条件を受
け容れ、あらゆる物材を引き渡さなければならないと述べた。
10月26日、またもメッスの軍首脳会談がもたれた。今度は悲観的色合
いがいっそう強まり、敗北を前提にした話が主となる。前日はまだ軍の
名誉を口にしていたデヴォーでさえ、出撃は罪つくりだと言った。カン
ロベール将軍は、出撃は羊の群れを肉屋の前に連れ出すのと同じく、兵
士を独軍の大砲の前に投げ出すことに等しいと述べる。ある者は投降と
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同時に火薬を水に浸し、銃砲を破壊してしまうことを提案した。ソレイ
ユは、そうした破壊行為は軍の無規律を内外に公表するようなもので、
軍が最期まで信義を全うしようとすれば、いかなる悲運・屈辱も甘受し
なければならないと戒めた。
結局、ジャラスが降伏文書の調印者に選ばれた。慣例に従って敗軍は
栄誉ある処置を受けることになった。すなわち、将校は帯剣を、兵士は
武器を、それぞれ携行したまま勝利者の前を縦列行進するのである。し
かし、憤慨した部下から侮辱を受けるのを懼れたバゼーヌはこの行進に
加わるのを拒絶した。
残るは軍旗の問題だ。バゼーヌはフランス革命の故事に倣い、軍旗を
始末してしまおうと言いだした。これを耳にした参謀長シュティーエは
愕然とする。捕獲品として敵軍旗ほど誇らしいものはないのに、それが
ないとは！彼は、残余はいくつか、どこへ行けば見つかるかと問い質し
た。バゼーヌは意に介さず、ソレイユ将軍に命じて軍旗を兵器厰に運ば
せた。ソレイユはすぐには実行しなかった。そのため、降伏書が調印さ
れたとき、ほとんどの軍旗は兵器厰に残ることになった。バゼーヌは56
本の軍旗を引き渡した。それでも敵に渡るのを嫌う者が跡を絶たず、秘
匿したのちこっそり燃やしてしまった。ラパッセ将軍のように、上官の
命令に背いて――彼の生涯で最初にして最後のことだが――旅団旗を全
将校の面前で燃やしてしまうようなことも発生した91。
10月27日夕方、フラスカティ城でジャラスとシュティーエは調印文書
を交換した。
第１条　バゼーヌ軍はすべて捕虜として扱われる。
第２条　メッスの城塞と町、すべての要塞、兵器、あらゆる種類の補
給物資、あらゆる国有財産をプロイセン軍に引き渡すこと。
第３条　武器、軍事物資、旗、鷲章軍旗、大砲、機関銃、馬、装備品、
弾薬等はメッスに存置すること。兵士らは武器を携行せず所
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定の場所に連行される。
第４条　守備隊が示した勇気に報いるため、将校は帯剣と私有物の携
帯を許される92。
翌朝、その報告を聞いた兵士たちは、底しれぬ悲しみと怒りの感情に
包まれた。抵抗の動きが始まる。多くの将校たちはエスプラナードに集
合した。うち何人かが仲間に向かって降伏に不服従を誓った。300人ほ
ど――そのなかにボワソネ、アンドロー、レペルシュ、ロッセル93  ら
がいた――が工兵隊学校に集まり、突撃戦を論じはじめた。４千人ほど
がすでに出撃者名簿に登録していた。しかし、どこを攻撃するか意見が
一致しない。ある者は兵器厰を襲って軍旗を焼こうと述べ、またある者
はバゼーヌを射殺しようと言いだす。こうした不穏な動きの慰撫工作に
乗りだしたクランシャンはル・ブフ元帥から懲罰しないとの約束を取り
つけた。抵抗の動きを察知したシセーは、共通の運命から免れんとする
将校を非難した。バゼーヌは、脱走者を見つけしだい逮捕するよう命じ
た。かくて、抵抗の企ては頓挫した94。
メッスの住民は自暴自棄に陥った。店は戸口を固く閉じる。国民衛兵
たちは「裏切り者を殺せ」と叫びながら通りを走りまわり、バゼーヌに
対する悪口雑言を叫びながら空に向かって発砲を繰り返す。その一部は
守備隊を襲い、武器を奪い取って総督の館を取り囲んだため、コフィニ
エール将軍は歩兵隊の出動を命じた。大聖堂の鐘楼でバリケードを築く
者、火災の早鐘を叩く者、ミュットの葬鐘を鳴らす者も現れた。暴動の
発生が危ぶまれた。バゼーヌは警告を発したうえ、選りすぐりの精鋭を
派遣した。メッスの住民たちは、呆然自失し悄然としたようすのこの軍
隊を見てあらゆる企図を断念した。この軍隊と抱き合って口々に別れを
惜しんだ95。
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10月29日午前、激しく降りつける雨の中、メッス軍は泥だらけの大地
をゆっくり踏みしめながらメッスを離れる。城外の各要塞には白と黒の
旗が掲げられ、遠くの丘の尾根沿いにプロイセン軍が縦列をつくる。兵
士たちは沈着に、かつ威厳を保ちつつ、歴戦の疲労の色も見せずに、そ
れぞれ危険と窮境を共にした将校たちと別れを告げた96。もはや前日ま
での上官への非難や反抗の色は消え失せていた97。
投降したバゼーヌ軍の兵力は次のとおり。将兵の計で17万３千、その
なかに２万の病人または快復期の患者が含まれていた。捕獲されたのは
1,570門の大砲、13万７千丁のシャスポー銃、12万３千丁のその他の武
器である98。
籠城の全体をとおしてメッス軍は４万２千の死傷者を出した。うち26
人が将軍、２千人が将校である。歴史家アンリ・ギユマンはドイツ抑留
中に１万１千が死んだと述べている99。
荒天にもかかわらず、フリードリヒ=カールは投降軍の行進をじっと
見つめていた。その日の日誌に、彼はこう書く。
「この軍隊は比類なき外観をもっていた。この軍隊をもって戦うこ
ともできず、また血路を開くことさえできなかった者こそ良心の前で
責任をとらねばならない。このような者に対して何でも要求しえたの
に。」100
フリードリヒ=カールの軍隊は今や自由となり、まっすぐパリに向か
うことになる。
〈つづく〉
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98  Chuquet, Op. cit., p.146. 
99  Guillemin, Henri, Les origines de la Commune, L’héroïques défense de Paris, 1870-
1871, 5e éd., Paris, Gallimard. C. 1959, 421p., p.296.
100  Georges-Roux, Op. cit. 
